
栗東市公共下水道事業経営戦略の進捗管理について

　単位：千円

◆収益的収支

計　　画 実　　績
比較増減

（実績－計画）
営 業 収 益 （ Ａ ） 1,107,750 1,182,835 75,085
営 業 外 収 益 （ Ｂ ） 571,525 448,006 △ 123,519
収 入 計 （ Ａ ） ＋ （ Ｂ ） ＝ （ Ｃ ） 1,679,275 1,630,841 △ 48,434
営 業 費 用 1,328,200 1,314,461 △ 13,739
営 業 外 費 用 212,966 178,808 △ 34,158
支 出 計 （ Ｄ ） 1,541,166 1,493,269 △ 47,897

経常損益(Ｃ）－（Ｄ）＝（Ｅ） 138,109 137,572 △ 537

特 別 利 益 （ Ｆ ） 0 0 0

特 別 損 失 （ Ｇ ） 0 0 0

特別損益（Ｆ）－（Ｇ）＝（Ｈ） 0 0 0

当 年 度 純 利 益 （ Ｅ ） ＋ （ Ｈ ） 138,109 137,572 △ 537

◆資本的収支

計　　画 実　　績
比較増減

（実績－計画）
収 入 計 （ Ａ ） 991,468 795,026 △ 196,442

財 源 充 当 額 （ Ｂ ） 0 8,700 8,700

純 計 （ Ａ ） － （ Ｂ ） ＝ （ Ｃ ） 991,468 786,326 △ 205,142
支 出 計 （ Ｄ ） 1,780,053 1,550,573 △ 229,480

不 足 額 （ Ｄ ） － （ Ｃ ） ＝ （ Ｅ ） 788,585 764,247 △ 24,338

企 業 債 残 高 14,199,848 13,941,567 △ 258,281

資 金 残 高 670,169 863,649 193,480

公共下水道事業の経営基盤を強化するため策定した「栗東市公共下水道事業経営戦略」の進捗管理を報
告します。
投資・財政計画について実績値との乖離検証を行い、経営戦略を推進します。

　　　　　　　　　　　　　　　令和４年度　投資・財政計画比較（計画・実績）　

※表示単位の端数処理の関係上、計画数値と一致しない場合があります。

資本的収入額が資本的支出額に不足する額

は、過年度分損益勘定留保資金等で補填
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公共下水道事業
目標指標の達成状況

投資目標

Ｒ５ Ｒ１０

管渠改善率（％）

１年間に改築更新管渠延長が、総管渠延長に占める割合を示したもの。
１年間にどれだけ管渠の老朽化対策を実施したかを見る指標。
改善（更新・改良・修繕）管渠延長÷下水道維持管理延長×100

財政目標

Ｒ５ Ｒ１０

経費回収率（％）

汚水処理に要した費用に対する、使用料による回収程度を示す指標。
汚水処理に係る全ての費用を使用料によって賄うことが原則。
下水道使用料÷汚水処理費用（公費負担分除く）×100

経常収支比率（％）

料金収入、一般会計繰入金等の収益で経常的な費用がどの程度賄わ
れているかを示す指標。
経常収益÷経常費用×100

事業収益対企業債残高比率（％）

事業収益に対する企業債残高の割合で、企業債残高の規模を表す指
標。
企業債現在高合計÷（営業収益－受託工事収益－雨水処理負担金
＋他会計補助金）×100
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